秋成の宗因観についての一考察 : 『俳調義論』の再検討を通じて by 村田 俊人 & Toshihito Murata
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
│
│
『
俳
調
義
論
』
の
再
検
討
を
通
じ
て
│
│
村
田
俊
人
は
じ
め
に
本
稿
の
目
的
は
、
上
田
秋
成
（
一
七
三
四
〜
一
八
〇
九
）
が
没
年
の
文
化
六
年
に
編
集
し
た
『
俳
調
義
論
』
を
も
と
に
、
秋
成
が
自
身
の
宗
因
観
を
ど
う
表
明
し
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
『
俳
調
義
論
』
は
、
江
戸
の
俳
人
鈴
木
道
彦
（
一
七
五
七
〜
一
八
一
九
）
が
、
江
戸
下
り
し
た
京
の
絵
師
渡
辺
南
岳
を
通
じ
、
秋
成
の
句
を
所
望
し
た
の
に
応
じ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
四
季
別
に
掲
げ
た
自
作
自
選
の
発
句
一
〇
〇
章
と
短
文
、
芭
蕉
・
宗
因
句
の
短
評
、
そ
れ
ぞ
れ
発
句
一
章
を
含
む
亡
妻
追
悼
文
と
歌
舞
伎
役
者
藤
川
平
四
郎
の
思
い
出
の
文
の
二
文
、
追
加
の
句
四
章
を
収
録
す
る
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
秋
成
の
「
桃
青
に
い
た
り
て
呑
し
る
な
し
の
一
道
と
成
て
、
俳
か
い
だ
に
よ
く
せ
バ
天
下
政
教
の
道
も
明
ら
む
べ
し
と
ハ
さ
り
と
て
ハ
 

伊
賀
人
も
ひ
が
言
ハ
云
也
け
り
」
と
い
う
芭
蕉
へ
の
酷
評
と
受
け
取
れ
る
言
辞
の
み
を
取
り
上
げ
、
そ
の
俳
諧
観
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
作
品
内
容
に
つ
い
て
は
、
藤
井
乙
男
（
紫
影
）
氏
が
翻
刻
を
行
っ
た
際
、
解
題
の
中
で
寸
評
の
一
部
に
考
察
を
加
え
て
い
る
⑴
。
そ
の
他
は
、
作
品
内
発
句
数
句
の
印
象
批
評
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
一
七
し
か
し
、
今
回
の
論
考
で
は
、『
俳
調
義
論
』
の
内
容
と
と
も
に
、
そ
の
成
立
状
況
を
再
検
討
す
る
。
ま
ず
『
俳
調
義
論
』
の
書
誌
と
、
秋
成
の
発
句
を
求
め
た
鈴
木
道
彦
の
人
物
像
と
を
確
認
し
た
上
で
、『
俳
調
義
論
』
が
ど
う
享
受
さ
れ
た
か
、
柿
衞
文
庫
所
蔵
の
秋
成
句
自
筆
短
冊
と
の
比
較
を
も
と
に
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
、『
俳
調
義
論
』
後
半
の
芭
蕉
・
宗
因
句
の
寸
評
に
注
目
し
、
上
方
俳
壇
に
お
け
る
宗
因
顕
彰
の
動
向
も
ふ
ま
え
つ
つ
、
秋
成
の
宗
因
観
の
様
相
を
探
る
。
一
、
書
誌
Ａ
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
所
蔵
本
（
半
紙
本
一
冊
）
【
表
紙
】
縦
二
三
・
四
糎
×
横
一
六
・
六
糎
。
濃
鮮
黄
色
無
地
。
【
題
簽
】
無
し
。
【
内
題
】「
俳
調
義
論
」
【
書
写
者
】
得
閑
斎
山
田
繁
雅
写
。
嵐
桂
舎
沙
月
転
写
。
【
行
数
・
丁
数
】
本
文
十
行
。
序
十
行
。
跋
六
行
。
十
六
丁
。
丁
付
な
し
。
【
奥
書
】
右
俳
調
義
論
ハ
無
腸
隠
士
の
俳
に
し
て
繁
雅
子
の
冩
置
れ
し
を
其
儘
か
い
つ
け
侍
る
時
ハ
文
化
八
の
未
春
や
よ
ひ
は
じ
め
つ
か
た
成
け
ら
し
嵐
桂
舎
沙
月
書
墨
付
十
六
丁
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
一
八
得
閑
斎
山
田
繁
雅
〔
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）〜
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）〕
は
『
国
書
人
名
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
に
よ
る
と
、
京
の
鈍
永
門
の
狂
歌
師
で
、
撰
集
の
狂
歌
集
は
九
種
あ
る
。
嵐
桂
舎
沙
月
は
未
詳
。
た
だ
、
井
田
太
郎
氏
が
紹
介
さ
れ
た
⑵
酒
井
抱
一
の
挿
絵
と
発
句
と
を
収
め
た
蘭
室
一
周
忌
追
善
集
の
曲
笠
庵
（
国
枝
春
来
）
編
『
天
の
川
』（
寛
政
九
年
刊
）
の
、
沙
月
に
よ
る
文
化
八
年
書
写
本
（
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
所
蔵
）
が
残
る
。
Ｂ
関
西
大
学
所
蔵
本
（
半
紙
本
一
冊
）
【
表
紙
】
縦
二
三
・
二
糎
×
横
一
六
・
四
糎
。
萌
黄
色
格
子
文
様
。
一
巻
【
題
簽
】
表
紙
左
「
無
腸
翁
俳
調
義
論
」。
墨
書
。
四
周
子
持
枠
。
後
補
。
縦
十
六
・
一
糎
×
横
三
・
九
糎
。
同
右
肩
「
夜
六
十
七
」。
墨
書
。
無
辺
。
後
補
。
縦
五
・
一
糎
×
横
二
・
一
糎
。
【
内
題
】「
俳
調
義
論
」
【
書
写
者
】
百
田
沙
月
転
写
。
【
行
数
・
丁
数
】
本
文
十
行
。
序
十
行
。
跋
六
行
。
十
六
丁
。
丁
付
な
し
。
【
奥
書
】
右
□
俳
調
義
論
ハ
無
腸
隠
士
の
俳
に
し
て
繁
雅
子
の
冩
置
れ
し
を
其
儘
か
い
つ
け
侍
る
時
は
嵐
桂
舎
沙
月
書
文
化
八
未
春
や
よ
ひ
百
田
沙
月
聿
は
じ
め
つ
か
た
成
け
ら
し
【
印
記
】「
残
花
書
屋
」。
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
一
九
【
図
版
１
】
〔
見
返
し
・
一
丁
表
〕
〔
一
丁
裏
〕
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
二
〇
Ｂ
本
は
一
九
六
四
年
に
関
西
大
学
に
収
蔵
さ
れ
た
も
の
で
、
一
丁
表
か
ら
四
丁
裏
の
本
文
の
一
部
、
お
よ
び
十
六
丁
裏
の
奥
書
に
は
、
朱
字
で
の
校
合
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
見
返
し
に
「
藤
井
紫
影
博
士
著
／
藤
井
乙
男
著
作
集
ノ
四
／「
俳
諧
研
究
」
ニ
ヨ
リ
校
合
／
天
理
 
書
館
蔵
俳
調
義
論
／
墨
付
十
六
丁
の
寫
本
ニ
ヨ
ル
ト
ア
リ
／
此
本
モ
十
六
丁
」
と
あ
る
（
図
版
１
参
照
）。
こ
の
記
述
か
ら
、
『
藤
井
乙
男
著
作
集
４
』
所
収
の
藤
井
氏
前
掲
論
文
中
の
Ａ
本
（
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
所
蔵
本
）
翻
刻
に
拠
る
校
合
と
わ
か
る
。
校
合
者
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
Ｂ
本
奥
書
の
翻
刻
で
は
、
朱
字
の
校
合
を
私
に
太
字
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。
表
紙
に
は
、
Ａ
本
と
違
っ
て
題
簽
が
二
つ
あ
る
。
表
紙
右
肩
に
付
さ
れ
た
方
は
、
所
蔵
者
で
あ
っ
た
と
印
記
か
ら
判
明
し
て
い
る
詩
人
・
評
論
家
の
戸
田
残
花
（
一
八
五
五
〜
一
九
二
四
）
に
よ
る
整
理
番
号
か
。
表
紙
左
の
題
名
も
、
筆
跡
か
ら
同
者
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
本
の
内
容
や
本
文
の
字
体
、
匡
郭
の
体
裁
自
体
は
、
Ａ
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
両
本
を
対
校
し
た
結
果
、
Ｂ
本
の
十
二
丁
裏
一
行
目
で
、
Ａ
本
に
あ
っ
た
本
文
の
一
部
を
書
写
者
が
書
き
落
と
し
、
後
か
ら
書
き
足
す
な
ど
の
、
本
文
表
記
に
つ
い
て
の
違
い
が
、
少
数
で
あ
る
が
見
ら
れ
た
。
加
え
て
、
奥
書
で
書
写
者
の
名
は
、
Ａ
本
で
は
「
嵐
桂
舎
沙
月
」、
Ｂ
本
で
は
「
百
田
沙
月
」
と
な
っ
て
い
る
。
同
者
が
文
化
八
年
に
書
写
し
た
先
述
の
『
天
の
川
』
で
は
、
奥
書
の
署
名
は
「
嵐
桂
舎
沙
月
」
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
両
本
の
対
校
の
結
果
や
署
名
を
ふ
ま
え
て
、
書
写
順
を
、
私
に
Ａ
本
↓
Ｂ
本
と
し
た
。
た
だ
し
原
本
か
ら
の
書
写
状
況
は
、
秋
成
自
筆
本
が
未
発
見
で
あ
る
た
め
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
の
『
俳
調
義
論
』
の
本
文
は
Ａ
本
に
基
づ
く
こ
と
と
し
た
。
そ
の
際
藤
井
氏
前
掲
論
文
の
翻
刻
も
参
照
し
た
。
注
⑴
藤
井
乙
男
氏
「
上
田
秋
成
の
俳
調
義
論
」〔『
藤
井
乙
男
著
作
集
４
』（
秋
田
屋
、
一
九
四
八
年
）
所
収
〕。
⑵
井
田
太
郎
氏
「
抱
一
の
江
戸
の
表
象
」（「
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
４６
第
三
分
冊
」、
二
〇
〇
一
年
二
月
）。
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
二
一
二
、
道
彦
の
意
図
さ
て
、
秋
成
が
最
晩
年
に
『
俳
調
義
論
』
を
編
集
し
た
の
は
、
前
述
の
と
お
り
鈴
木
道
彦
が
秋
成
の
発
句
を
求
め
、
そ
れ
に
応
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
道
彦
は
な
ぜ
秋
成
の
句
を
欲
し
た
の
か
。
『
上
田
秋
成
没
後
二
百
年
記
念
図
録
』（
日
本
近
世
文
学
会
「
特
別
展
観
没
後
二
百
年
記
念
上
田
秋
成
」
実
行
委
員
会
編
、
二
〇
一
〇
年
）
内
に
お
け
る
『
俳
調
義
論
』
解
説
で
稲
田
篤
信
氏
は
、
本
書
の
序
文
の
内
容
を
受
け
て
「
秋
成
は
江
戸
で
も
知
ら
れ
た
俳
人
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
時
の
秋
成
は
、
特
定
の
俳
壇
に
属
さ
ず
、
刊
本
の
俳
書
へ
句
を
寄
せ
た
形
跡
も
な
い
。
よ
っ
て
、
秋
成
の
道
彦
と
の
交
流
は
、
あ
く
ま
で
南
岳
を
介
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
道
彦
の
経
歴
か
ら
も
、
秋
成
の
発
句
を
求
め
た
理
由
が
見
い
だ
せ
な
い
。
道
彦
は
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）、
中
興
俳
諧
運
動
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
る
加
舎
白
雄
（
一
七
三
八
〜
一
七
九
一
）
に
よ
っ
て
品
川
の
海
晏
寺
で
行
わ
れ
た
芭
蕉
百
回
忌
繰
上
げ
法
要
に
、
門
人
と
し
て
参
列
し
て
い
る
⑶
。
ま
た
、
俳
論
書
『
奇
談
夢
の
桟
』〔
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
刊
〕
で
は
、
道
彦
の
霊
が
、
門
人
の
護
物
を
「
是
よ
り
は
前
非
を
悔
て
、
ま
さ
に
正
風
の
正
路
に
趣
か
ん
」
と
悔
悟
さ
せ
る
な
ど
、
天
保
期
に
は
蕉
風
の
正
当
な
継
承
者
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
⑷
。
一
方
の
秋
成
は
、
青
年
時
に
は
玄
人
的
な
俳
諧
活
動
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
宗
匠
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
俳
風
は
、
上
方
俳
壇
に
属
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
宗
因
風
に
親
炙
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
両
者
の
俳
諧
活
動
は
対
照
的
で
あ
り
、
道
彦
が
、
秋
成
の
発
句
そ
の
も
の
を
積
極
的
に
鑑
賞
し
よ
う
、
と
思
っ
た
と
は
凡
そ
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
、
道
彦
の
目
的
を
考
察
す
る
た
め
、『
俳
調
義
論
』
中
の
発
句
三
章
と
、
そ
れ
と
同
じ
発
句
が
書
か
れ
た
秋
成
自
筆
短
冊
の
図
版
を
示
し
、
両
書
を
比
較
し
て
秋
成
の
筆
跡
の
特
徴
を
確
認
す
る
。
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
二
二
な
お
、『
俳
調
義
論
』
の
図
版
は
綿
屋
文
庫
所
蔵
本
を
使
用
す
る
。
ま
ず
、「
福
わ
ら
に
」
の
句
で
あ
る
。『
俳
調
義
論
』
の
傍
線
部
の
「
福
」
の
字
に
比
べ
、
柿
衞
文
庫
所
蔵
の
自
筆
短
冊
の
「
福
」
の
字
は
右
上
の
部
分
が
ほ
ぼ
消
え
て
お
り
、
一
見
し
て
「
福
」
と
は
読
み
に
く
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
『
柿
衞
文
庫
目
録
』
の
翻
刻
は
「
福
」、
石
川
氏
の
翻
刻
は
「
初
」
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、「
初
藁
」
と
い
う
言
葉
は
辞
書
に
は
な
く
、
傍
線
部
は
「
福
藁
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
次
に
、「
雲
か
く
□
」
の
句
で
あ
る
が
、『
俳
調
義
論
』
傍
線
部
の
字
間
に
は
繋
が
り
が
な
く
、
翻
刻
が
困
難
で
あ
っ
た
。
一
方
、
自
筆
短
冊
は
、
全
体
的
に
字
間
に
繋
が
り
が
あ
る
た
め
、
傍
線
部
は
「
雲
に
穴
」
と
読
め
る
。
こ
の
句
の
場
合
は
、
下
に
つ
づ
く
言
葉
を
ふ
ま
え
て
、「
雲
に
穴
」
と
読
む
の
が
妥
当
で
あ
る
。
最
後
の
「
こ
う
ろ
き
や
」
の
句
は
、「
雲
か
く
□
」
の
時
と
は
逆
に
、
傍
線
部
の
字
間
に
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
自
筆
短
冊
の
方
が
「
こ
う
ろ
き
や
」
と
読
み
に
く
く
な
っ
て
【
図
版
２
】『
俳
調
義
論
』
中
の
発
句
三
章
と
秋
成
自
筆
発
句
短
冊
と
の
比
較
・「
福
わ
ら
に
ぬ
く
め
て
か
へ
る
こ
と
し
哉
」（『
俳
調
義
論
』
二
丁
表
）
・「
福
藁
に
ぬ
く
め
て
か
へ
る
こ
と
し
哉
」（『
柿
衞
文
庫
目
録
短
冊
篇
』）
・「
初
藁
に
ぬ
く
め
て
か
へ
る
こ
と
し
哉
」〔
石
川
真
弘
氏
「
上
田
秋
成
発
句
集
」
翻
刻
（『
ビ
ブ
リ
ア
』
一
一
五
、
二
〇
〇
一
年
七
月
）〕
・「
雲
か
く
□
あ
き
風
た
の
む
月
見
衆
」（『
俳
調
義
論
』
七
丁
裏
）
・「
雲
に
穴
秋
風
た
の
む
月
見
衆
」（『
柿
衞
文
庫
目
録
短
冊
篇
』・
石
川
氏
前
掲
論
文
翻
刻
）
・「
こ
う
ろ
き
や
夜
ハ
明
て
あ
る
壁
の
す
き
」（『
俳
調
義
論
』
八
丁
表
）
・「
こ
ゝ
ろ
よ
や
夜
は
明
て
あ
る
壁
の
す
き
」（『
柿
衞
文
庫
目
録
短
冊
篇
』
・
石
川
氏
前
掲
論
文
翻
刻
）
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
二
三
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
『
柿
衞
文
庫
目
録
』、
石
川
氏
前
掲
論
文
の
当
該
部
分
の
翻
刻
は
と
も
に
「
こ
ゝ
ろ
よ
や
」
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
句
は
「
こ
ゝ
ろ
よ
や
」
で
は
意
味
が
通
じ
ず
、「
こ
う
ろ
き
や
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
転
写
本
で
あ
る
『
俳
調
義
論
』
の
字
と
、
秋
成
自
筆
短
冊
の
字
と
の
比
較
か
ら
う
か
が
え
る
こ
と
は
、
秋
成
の
字
は
、
そ
の
享
受
者
に
と
っ
て
し
ば
し
ば
難
解
で
、
書
写
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
代
に
お
い
て
も
秋
成
発
句
の
翻
刻
者
を
戸
惑
わ
せ
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
長
島
弘
明
氏
は
、
秋
成
の
「
目
の
状
態
や
体
調
は
、
月
々
、
日
々
に
異
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
筆
致
も
そ
れ
に
従
っ
て
様
々
な
揺
れ
を
示
す
」
状
態
で
、
老
齢
で
半
盲
の
秋
成
に
好
不
調
の
波
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
⑸
。
た
だ
一
方
で
、
そ
の
難
解
な
秋
成
の
字
風
が
、
独
特
な
特
徴
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
秋
成
在
世
当
時
の
文
人
た
ち
に
珍
重
さ
れ
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
中
村
幸
彦
氏
の
指
摘
す
る
通
り
、
生
前
か
ら
偽
筆
ま
で
出
回
っ
て
い
た
こ
と
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
⑹
。
秋
成
の
筆
運
び
の
魅
力
に
つ
い
て
、
長
島
氏
は
、『
胆
大
小
心
録
』
八
九
の
「
ち
か
頃
目
く
ら
く
、
老
に
い
た
り
て
、
た
ゞ
字
と
も
何
と
も
思
は
す
（
放
）
し
て
、
心
ニ
ま
か
せ
て
筆
を
奔
ら
す
を
、
あ
る
人
は
、
よ
め
か
た
し
と
…
又
あ
る
と
き
、
善
書
の
人
か
…
仏
祖
た
ち
な
と
の
豪
牧
に
ま
か
せ
ら
れ
し
に
似
た
り
、
と
い
ふ
」
と
い
う
記
述
を
引
き
、
秋
成
の
筆
蹟
に
「
伸
び
や
か
な
自
在
さ
が
あ
る
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
、『
俳
調
義
論
』
と
同
じ
文
化
六
年
に
書
写
さ
れ
た
『
神
代
か
た
り
』
の
秋
成
自
筆
稿
を
挙
げ
、「
字
の
大
小
、
線
の
太
さ
細
さ
の
変
化
は
、
墨
継
ぎ
以
外
の
所
に
も
認
め
ら
れ
、
こ
れ
又
、
リ
ズ
ミ
ッ
ク
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
⑺
。
以
上
の
指
摘
か
ら
、
書
写
者
で
あ
る
得
閑
斎
繁
雅
が
こ
の
作
品
を
写
し
た
理
由
も
、
秋
成
の
筆
蹟
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
秋
成
は
、
太
田
南
畝
と
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
対
面
を
果
た
し
、
同
年
に
は
、
狂
歌
集
『
海
道
狂
歌
合
』
を
脱
稿
さ
せ
て
い
る
。
同
じ
京
に
住
む
狂
歌
師
の
繁
雅
も
当
然
、
こ
の
よ
う
な
秋
成
の
活
動
は
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、『
海
道
狂
歌
合
』
の
後
刷
本
が
、
渡
辺
南
岳
と
河
村
文
鳳
の
図
譜
の
み
を
独
立
さ
せ
て
編
集
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
⑻
、
秋
成
の
狂
歌
は
、
必
ず
し
も
当
時
の
一
般
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
二
四
の
狂
歌
愛
好
者
が
評
価
す
る
作
品
で
は
な
か
っ
た
。
同
じ
こ
と
は
、
道
彦
に
も
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
と
お
り
、
道
彦
と
秋
成
に
俳
諧
上
の
接
点
は
見
い
だ
せ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
彦
が
秋
成
の
句
を
求
め
た
の
は
、
南
岳
が
秋
成
の
文
名
を
伝
え
た
と
き
、
当
然
そ
の
筆
遣
い
に
つ
い
て
も
話
題
に
し
た
か
、
あ
る
い
は
直
接
見
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
よ
り
、
道
彦
が
、
秋
成
独
自
の
奔
放
な
筆
の
も
の
を
欲
し
た
か
ら
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
注
⑶
文
入
宗
義
氏
編
『
俳
句
講
座
３
（
俳
人
評
伝
下
）』（
明
治
書
院
、
一
九
五
九
年
）。
⑷
勝
峰
錦
風
氏
校
註
『
古
俳
書
文
庫
第
六
篇
奇
談
夢
の
桟
附
高
館
俳
軍
記
』（
天
青
堂
、
一
九
二
四
年
）。
⑸
『
上
田
秋
成
全
集
第
８
巻
』
月
報
１０
（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
）。
⑹
『
上
田
秋
成
全
集
第
６
巻
』
月
報
５
（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
一
年
）。
⑺
⑸
に
同
じ
。
な
お
、『
胆
大
小
心
録
』
の
本
文
は
、『
上
田
秋
成
全
集
第
９
巻
』
の
も
の
を
参
照
し
た
。
⑻
鷲
山
樹
心
氏
編
『
海
道
狂
歌
合
文
化
八
年
版
本
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
一
年
）
解
説
。
三
、
構
成
『
俳
調
義
論
』
の
受
容
の
実
態
に
つ
い
て
、
主
に
道
彦
の
立
場
か
ら
考
察
を
す
す
め
て
き
た
。
で
は
、
一
方
の
秋
成
は
、
こ
の
作
品
を
編
纂
し
た
際
、
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
い
た
の
か
。
こ
こ
で
、『
俳
調
義
論
』
に
つ
い
て
、『
俳
文
学
大
辞
典
』
で
の
説
明
を
確
認
す
る
。
俳
諧
句
集
。
写
半
一
。
余
斎
（
上
田
秋
成
）
著
。
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
成
。
同
八
・
三
、
嵐
桂
舎
沙
月
奥
。
画
師
渡
辺
南
岳
の
伝
え
た
道
彦
の
言
葉
に
応
じ
て
晩
年
の
秋
成
が
編
ん
だ
自
選
句
集
。
四
季
別
に
配
列
し
た
発
句
一
〇
〇
章
と
、
そ
の
後
に
書
き
留
め
風
に
芭
蕉
・
宗
因
ら
の
句
の
寸
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
二
五
評
、
お
の
お
の
発
句
一
章
を
含
む
亡
妻
を
悼
む
文
と
歌
舞
伎
役
者
藤
川
平
四
郎
の
思
い
出
の
文
の
二
文
、
追
加
の
句
四
句
を
収
録
。
得
閑
斎
繫
雅
の
写
本
を
沙
月
が
筆
写
し
た
唯
一
の
伝
本
が
綿
屋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。⑼
関
西
大
学
所
蔵
本
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
こ
と
を
除
く
と
、『
俳
調
義
論
』
に
つ
い
て
の
的
確
か
つ
簡
潔
な
説
明
と
い
え
る
。
た
だ
、
「
自
選
句
集
」
で
あ
る
こ
の
作
品
に
、
な
ぜ
俳
論
書
で
あ
る
か
の
よ
う
な
「
俳
調
義
論
」
と
い
う
題
名
が
付
け
ら
れ
た
か
、
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
疑
問
は
、
こ
の
作
品
が
「
四
季
別
に
配
列
し
た
発
句
一
〇
〇
章
」
に
よ
る
前
半
部
と
、「
芭
蕉
・
宗
因
ら
の
句
の
寸
評
」
等
に
よ
る
後
半
部
の
、
二
部
構
造
か
ら
な
る
と
考
え
る
こ
と
で
解
消
す
る
。
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
の
性
質
を
、
前
後
半
の
句
文
の
典
拠
判
明
状
況
を
述
べ
な
が
ら
考
察
し
て
い
く
。
ま
ず
、
前
半
部
（
一
丁
表
一
行
目
〜
十
一
丁
表
六
行
目
）
の
発
句
の
典
拠
は
、
一
〇
〇
句
中
四
八
句
が
判
明
し
て
い
る
。
そ
の
典
拠
は
す
べ
て
、『
去
年
の
枝
折
』〔
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
成
〕
や
『
年
中
行
事
絵
巻
』〔
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
成
〕
等
の
俳
諧
作
品
、
お
よ
び
松
村
呉
春
や
紫
暁
宛
の
書
簡
と
い
っ
た
、
秋
成
の
中
年
期
か
ら
老
年
期
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
発
句
の
成
立
年
代
ご
と
の
典
拠
作
品
数
は
、
安
永
年
間
（
一
七
七
二
〜
一
七
八
一
）
が
六
、
天
明
年
間
（
一
七
八
一
〜
一
七
八
九
）
が
四
、
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
）
が
四
、
享
和
年
間
（
一
八
〇
一
〜
一
八
〇
四
）
が
一
七
、
文
化
初
〜
六
年
（
秋
成
没
年
）
ま
で
（
一
八
〇
四
〜
一
八
〇
九
）
が
一
七
と
な
り
、
享
和
年
間
以
降
が
全
体
の
七
割
強
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、
典
拠
未
詳
の
発
句
は
、
宗
因
、
来
山
、
鬼
貫
調
で
、
な
か
に
は
其
角
の
発
句
の
本
歌
取
り
の
よ
う
な
句
も
あ
る
、
と
の
先
学
の
指
摘
が
あ
る
⑽
。
発
句
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
文
章
の
典
拠
に
つ
い
て
も
、
冒
頭
文
以
外
全
て
判
明
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
典
拠
は
『
俳
諧
発
句
む
か
し
口
』〔
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
刊
〕
や
「
吉
野
山
の
詞
」〔
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
成
〕
等
で
、
発
句
と
同
じ
く
す
べ
て
秋
成
の
中
後
期
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
二
六
の
作
品
で
あ
る
。
以
上
の
分
析
か
ら
、
前
半
部
は
自
作
句
を
含
め
た
秋
成
の
「
自
選
句
集
」
で
あ
る
と
い
え
、
こ
の
部
分
で
秋
成
は
道
彦
の
要
望
に
応
え
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
後
半
部
（
十
一
丁
表
八
行
目
〜
十
六
丁
表
六
行
目
）
の
、
句
の
寸
評
と
各
々
一
句
を
入
れ
た
二
つ
の
文
章
、
お
よ
び
追
加
の
発
句
四
句
の
典
拠
は
判
明
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
後
半
部
は
、
道
彦
の
た
め
と
い
う
よ
り
、
秋
成
が
自
己
の
思
い
を
表
明
す
る
た
め
に
書
き
下
ろ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
注
⑼
『
俳
文
学
大
辞
典
普
及
版
』（
尾
形
仂
ほ
か
編
、
角
川
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）。
⑽
中
村
幸
彦
氏
「
上
田
秋
成
雑
記
〈
二
〉
秋
成
と
俳
諧
」〔『
中
村
幸
彦
著
述
集
第
六
巻
』
所
収
。
初
出
『
俳
句
』
第
二
四
巻
第
一
号
（
角
川
書
店
、
一
九
七
五
年
）。〕、
長
島
弘
明
氏
「
秋
成
の
俳
歴
│
漁
焉
時
代
を
中
心
に
│
」〔
高
田
衛
氏
編
『
論
集
近
世
文
学
５
共
同
研
究
秋
成
と
そ
の
時
代
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
四
年
）
所
収
〕
等
。
四
、
秋
成
の
俳
諧
観
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
秋
成
側
に
よ
る
本
作
品
の
編
纂
意
図
を
解
明
す
る
に
は
、
後
半
部
分
に
注
目
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、「
俳
調
義
論
」
と
い
う
題
名
を
ふ
ま
え
、
特
に
後
半
部
は
じ
め
の
芭
蕉
・
宗
因
句
へ
の
寸
評
に
焦
点
を
当
て
、
秋
成
が
こ
の
句
集
に
込
め
た
意
図
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
対
象
と
な
る
句
文
を
、
次
に
示
す
。
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
二
七
は
せ
を
の
塘
よ
り
田
の
あ
を
や
ぎ
て
い
さ
ぎ
よ
き
凡
兆
賀
茂
の
や
し
ろ
ハ
よ
き
社
也
芭
蕉
是
ハ
よ
し
夏
ご
と
に
ほ
そ
本
手
な
る
な
ら
が
よ
ひ
鳴
て
き
さ
う
な
六
月
の
夏
と
ハ
な
の
こ
ち
や
 

な
の
こ
ち
や
へ
」（
一
一
ウ
）
梅
翁
の
恋
は
た
ゞ
捨
入
道
の
ひ
と
り
寝
に
あ
か
し
か
た
 

ふ
る
ふ
あ
か
つ
き
是
は
連
歌
也
つ
つ
み
は
じ
め
の
凡
兆
と
芭
蕉
の
連
句
「
塘
よ
り
」
は
、『
猿
蓑
』
の
灰
汁
桶
の
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
⑾
。
前
句
は
、
堤
か
ら
一
面
の
青
田
が
見
わ
た
せ
て
爽
や
か
で
あ
る
、
の
意
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
芭
蕉
は
、
京
の
賀
茂
神
社
は
実
に
神
々
し
い
社
で
あ
る
と
付
け
て
、
賀
茂
川
の
堤
か
ら
の
風
景
と
し
て
い
る
⑿
。
次
の
「
夏
ご
と
に
」
の
連
句
は
、『
炭
俵
』
の
梅
が
香
の
巻
を
引
用
し
て
い
る
。
た
だ
実
際
の
連
句
は
奈
良
通
ひ
同
じ
つ
ら
な
る
細
基
手
野
坡
今
年
は
雨
の
ふ
ら
ぬ
六
月
芭
蕉
と
な
っ
て
い
る
⒀
。
記
憶
を
頼
り
に
書
い
た
た
め
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
二
八
野
坡
の
句
は
、
前
句
に
「
娘
を
堅
う
人
に
あ
は
せ
ぬ
」
と
あ
る
の
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
零
細
な
基
手
（
資
本
）
で
奈
良
通
い
を
し
て
、
さ
ら
し
夏
の
商
品
（
奈
良
名
産
の
晒
布
）
を
仕
入
れ
に
い
く
商
人
が
、
娘
を
家
か
ら
出
さ
な
い
同
業
者
に
対
し
、
同
じ
身
分
で
は
な
い
か
、
と
わ
ら
う
と
い
う
意
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
芭
蕉
は
、
そ
の
前
句
を
受
け
て
、
そ
の
商
人
の
時
候
の
挨
拶
を
付
句
に
し
て
い
る
⒁
。
一
方
、『
俳
調
義
論
』
で
は
、
奈
良
通
い
す
る
夏
ご
と
に
ま
す
ま
す
基
手
（
資
本
）
が
細
く
な
り
、
泣
け
て
き
そ
う
、
と
雑
俳
句
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
秋
成
の
方
の
付
句
も
、
泣
き
出
し
そ
う
な
夏
の
空
模
様
の
意
を
掛
け
て
い
る
の
で
、
時
候
の
挨
拶
風
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
前
句
は
言
葉
を
間
違
え
て
い
る
も
の
の
、
小
商
人
を
詠
む
点
は
共
通
し
て
い
る
。
よ
っ
て
秋
成
も
こ
の
部
分
で
は
、
あ
る
程
度
芭
蕉
の
付
け
方
を
わ
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
つ
み
で
は
、
こ
れ
ら
の
連
句
を
秋
成
が
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。「
塘
よ
り
」
の
連
句
は
、
堤
の
先
一
帯
に
広
が
る
水
田
を
眺
め
る
場
面
か
ら
、
神
徳
に
感
謝
し
つ
つ
賀
茂
川
の
堤
か
ら
田
面
と
名
社
を
眺
め
る
場
面
へ
と
転
換
し
て
お
り
、
意
外
性
が
あ
る
。
加
え
て
「
よ
き
社
也
」
と
い
う
言
葉
に
も
お
か
し
み
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
芭
蕉
の
付
け
方
に
対
し
て
「
是
ハ
よ
し
」
と
言
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、「
奈
良
通
ひ
」（「
夏
ご
と
に
」）
の
方
は
、
商
人
が
述
べ
る
挨
拶
を
そ
の
ま
ま
付
句
に
し
て
お
り
、
滑
稽
性
も
意
外
性
も
少
な
く
「
な
の
こ
ち
や
 

」
と
秋
成
は
厳
し
く
評
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
、
秋
成
は
な
ぜ
こ
れ
ら
の
連
句
を
出
し
て
き
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
一
番
に
思
い
浮
か
ぶ
の
が
、
芭
蕉
の
俳
諧
へ
の
論
難
の
た
め
、
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
秋
成
が
芭
蕉
に
反
発
し
て
い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
句
ご
と
の
短
評
を
見
る
限
り
、
芭
蕉
個
人
に
対
し
て
批
判
を
加
え
よ
う
と
す
る
様
子
は
な
い
。
よ
っ
て
、
つ
づ
く
梅
翁
（
宗
因
）
の
連
句
作
品
も
含
め
て
検
討
し
て
か
ら
、
秋
成
の
意
図
を
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
宗
因
の
「
あ
か
し
か
た
 

ふ
る
ふ
あ
か
つ
き
」
句
に
つ
い
て
、
秋
成
は
「
是
は
連
歌
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
評
に
対
し
て
、
中
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
二
九
村
幸
彦
氏
は
、「
上
田
秋
成
雑
記
〈
二
〉
秋
成
と
俳
諧
」
の
中
で
、
「
あ
か
し
か
た
 

」
を
、
秋
成
は
「
明
か
し
か
ね
て
」
と
の
み
解
し
た
だ
け
で
の
評
で
あ
る
。
捨
入
道
に
、『
源
氏
物
語
』
の
明
石
入
道
が
か
か
り
、「
か
た
 

ふ
る
ふ
」
と
擬
態
語
で
続
く
働
き
を
か
ね
て
い
る
こ
と
に
気
づ
け
ば
、
こ
れ
ま
さ
に
結
構
な
俳
諧
で
あ
る
⒂
。
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
「
是
は
連
歌
也
」
と
い
う
言
葉
の
み
を
見
る
と
、
秋
成
は
「
あ
か
し
か
た
 

」
の
句
を
十
分
に
解
釈
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
秋
成
は
自
己
の
作
品
中
に
こ
の
句
を
好
ん
で
使
っ
て
い
る
。
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
刊
の
『
諸
道
聴
耳
世
間
猿
』
二
之
巻
の
一
「
孝
行
は
力
あ
り
た
け
の
相
撲
取
」
の
文
章
中
に
は
、「
鵯
越
の
か
ら
き
世
を
逆
落
と
は
あ
や
に
く
の
。
所
の
名
さ
へ
こ
り
須
磨
や
。
明
石
が
た
が
た
ふ
る
ひ
つ
ゝ
」
⒃
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
城
崎
旅
行
の
回
想
紀
行
文
で
あ
る
『
去
年
の
枝
折
』〔
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
成
〕
に
も
、
こ
の
句
を
ふ
ま
え
た
表
現
が
見
ら
れ
る
⒄
。
今
宵
ハ
十
三
夜
也
。
所
が
ら
行
や
ハ
過
ん
と
て
あ
か
し
の
泊
定
め
ぬ
。
此
家
の
う
し
ろ
ハ
濱
邊
に
て
、
波
こ
ゝ
も
と
に
と
云
古
言
も
思
ひ
出
て
あ
は
れ
也
、
枕
の
戸
ハ
皆
明
て
月
を
夜
す
が
ら
み
る
。
濱
風
を
さ
へ
ひ
き
て
な
ん
、
む
か
し
の
梅
翁
が
あ
か
し
が
た
 

ふ
る
ふ
曉
と
い
ひ
し
ハ
、
ま
た
 

今
宵
の
さ
ま
し
た
り
。
月
は
入
ぬ
彼
朝
霧
の
あ
か
し
が
た
傍
線
部
分
の
表
現
か
ら
、
秋
成
が
「
か
た
 

ふ
る
ふ
」
の
意
味
を
解
し
、
そ
の
上
で
宗
因
句
の
滑
稽
性
を
賞
賛
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
秋
成
は
、「
あ
か
し
か
た
 

」
の
句
に
込
め
ら
れ
て
い
る
働
き
を
解
し
た
上
で
「
是
は
連
歌
也
」
と
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
三
〇
述
べ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
宗
因
の
連
句
に
対
す
る
短
評
に
よ
っ
て
、
秋
成
が
芭
蕉
ら
の
連
句
を
示
し
た
理
由
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
秋
成
は
、
句
の
寸
評
を
通
じ
て
、
俳
諧
は
、
あ
く
ま
で
和
歌
や
連
歌
と
は
違
う
遊
芸
で
あ
り
、
和
歌
的
・
連
歌
的
発
想
や
表
現
か
ら
離
れ
、
滑
稽
さ
を
強
調
す
べ
き
で
あ
る
と
表
明
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
蕉
門
の
連
句
中
か
ら
滑
稽
性
の
希
薄
な
も
の
を
選
ん
で
、
寸
評
を
加
え
た
う
え
、
自
ら
の
好
む
宗
因
句
も
、
本
歌
取
り
等
の
換
骨
奪
胎
が
行
わ
れ
ず
、
掛
詞
や
物
語
を
表
面
的
に
ふ
ま
え
た
俳
言
を
使
用
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
と
、
き
び
し
い
態
度
で
断
じ
た
の
で
あ
る
。
注
⑾
『
古
典
俳
文
学
大
系
６
蕉
門
俳
諧
集
１
』
所
収
。
⑿
樋
口
功
氏
『
新
芭
蕉
講
座
第
５
巻
│
連
句
篇
〔
下
〕』（
三
省
堂
、
一
九
九
五
年
）、『
芭
蕉
講
座
第
四
巻
発
句
・
連
句
鑑
賞
』（
有
精
堂
、
一
九
八
三
年
）
等
を
参
照
し
た
。
古
注
に
つ
い
て
は
、
雲
英
末
雄
氏
編
『
芭
蕉
連
句
古
注
集
猿
蓑
篇
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
し
た
。
⒀
⑾
に
同
じ
。
⒁
参
照
し
た
現
代
の
注
釈
書
は
⑿
に
同
じ
。
古
注
は
竹
内
千
代
子
氏
編
『
炭
俵
連
句
古
註
集
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
し
た
。
⒂
⑽
に
同
じ
。
⒃
『
上
田
秋
成
全
集
第
７
巻
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
〇
年
）
所
収
。
⒄
久
松
国
男
氏
所
蔵
本
『
枕
の
硯
』（
写
本
二
冊
）
所
収
『
去
年
の
枝
折
』
に
拠
る
。
翻
刻
に
際
し
て
、
適
宜
句
読
点
を
加
え
、
濁
点
を
付
し
た
。
五
、
秋
成
の
宗
因
観
前
章
で
『
俳
調
義
論
』
の
宗
因
句
へ
の
評
は
、
秋
成
の
俳
諧
観
に
よ
る
も
の
と
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
秋
成
の
俳
諧
観
は
、
中
村
氏
の
前
掲
論
文
等
で
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
宗
因
句
か
ら
学
ぶ
な
か
で
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
三
一
の
俳
諧
観
が
、
秋
成
が
編
纂
し
た
初
の
宗
因
俳
諧
発
句
集
『
む
か
し
口
』〔
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
刊
〕
に
表
れ
て
い
る
⒅
。
巻
頭
に
据
え
ら
れ
た
梅
翁
伝
に
は
、「
翁
か
俳
諧
は
、
只
連
歌
の
い
と
ま
な
る
た
は
ふ
れ
な
り
し
か
ば
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
連
歌
師
で
あ
る
宗
因
に
と
っ
て
、
俳
諧
は
連
歌
の
合
間
に
楽
し
む
あ
そ
び
で
あ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
意
で
あ
る
。
後
の
世
の
「
は
い
か
い
の
み
学
ふ
」
俳
人
か
ら
は
、
そ
の
態
度
を
「
あ
た
 

し
」
と
い
う
よ
う
に
実
の
な
い
も
の
と
批
難
さ
れ
る
と
文
章
は
続
く
。
そ
れ
に
反
論
す
る
形
で
、
秋
成
は
宗
因
の
俳
諧
に
つ
い
て「
そ
は
詞
こ
そ
う
ち
く
つ
ろ
き
た
れ
、
心
は
哥
連
歌
の
ま
こ
と
に
も
を
さ
 

劣
ら
ふ
も
の
歟
」
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
言
葉
は
お
ど
け
て
い
る
が
、
本
式
の
和
歌
連
歌
に
も
等
し
い
詩
精
神
を
も
つ
、
と
し
、
連
歌
を
本
分
と
す
る
宗
因
の
遊
び
の
俳
諧
の
方
が
、
か
え
っ
て
俳
諧
の
本
質
を
表
現
し
て
い
る
、
と
賞
賛
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
宗
因
観
を
も
つ
秋
成
が
、
な
ぜ
最
晩
年
に
『
俳
調
義
論
』
で
宗
因
句
に
対
し
先
述
の
よ
う
な
評
を
行
っ
た
の
か
。
や
は
り
疑
問
は
残
る
。
こ
こ
で
、『
俳
調
義
論
』
か
ら
離
れ
、
安
永
か
ら
寛
政
に
か
け
て
の
上
方
俳
壇
の
動
向
に
目
を
移
す
と
、
秋
成
が
青
年
期
に
俳
諧
活
動
の
場
と
し
た
一
炊
庵
紹
廉
門
の
跡
を
継
い
だ
几
掌
（
万
翁
）
が
、
宗
因
百
年
忌
を
間
近
に
控
え
、
自
己
の
俳
系
を
宗
因
末
流
に
位
置
づ
け
よ
う
と
動
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
も
う
一
つ
の
理
由
に
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
む
か
し
口
』
の
梅
翁
伝
に
は
、
こ
と
し
安
永
六
年
ま
で
（
宗
因
没
後
か
ら
）
九
十
六
年
に
成
ぬ
。
翁
か
統
系
を
と
な
ふ
る
人
は
、
百
と
せ
の
作
善
次
て
営
な
み
給
へ
。
お
の
れ
其
任
に
あ
つ
か
ら
さ
れ
と
、
ひ
た
す
ら
昔
を
し
の
ひ
出
て
、
も
ゝ
く
さ
の
薬
と
る
い
と
ま
に
、
此
故
よ
し
を
書
い
て
し
な
べ
に
、
俳
か
い
の
ほ
句
百
余
章
、
可
否
を
え
ら
は
す
か
い
し
る
し
て
、
い
さ
ゝ
か
手
向
の
心
は
へ
を
、
遠
き
人
に
さ
ゝ
け
ま
つ
る
。
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
三
二
と
あ
る
。
秋
成
は
「
翁
か
統
系
を
と
な
ふ
る
」
几
掌
の
活
動
に
対
し
て
、
自
己
の
『
む
か
し
口
』
編
集
刊
行
は
そ
れ
と
は
全
く
違
い
、
宗
因
在
世
の
「
昔
を
し
の
ひ
」
な
が
ら
行
っ
た
も
の
と
強
調
し
て
い
る
。
た
だ
、
一
炊
庵
二
世
万
翁
が
在
世
の
う
ち
は
、
ま
だ
宗
因
称
揚
の
動
き
に
一
定
の
抑
制
が
効
い
て
い
た
。
そ
れ
が
窺
え
る
資
料
が
、
万
翁
序
、
朶
輝
跋
、
茶
裡
編
の
『
俳
諧
九
千
日
』〔
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
成
〕
⒆
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
炊
庵
紹
廉
門
の
十
南
斎
白
羽
の
二
十
五
回
忌
追
善
集
で
あ
る
。
こ
の
中
に
収
録
さ
れ
る
二
条
庵
杉
丸
の
「
は
い
か
い
自
記
」
で
は
、
当
時
の
俳
風
に
つ
い
て
「
今
専
ら
と
す
る
は
、
松
永
氏
、
西
山
氏
、
松
尾
氏
の
三
流
に
過
ね
ば
、
試
に
其
一
班
を
覆
ふ
」
と
述
べ
、
貞
徳
、
宗
因
、
芭
蕉
の
句
風
を
ま
ね
た
発
句
「
ふ
り
出
て
聞
や
鈴
鹿
の
時
鳥
」「
蛍
火
や
扇
の
芝
の
砂
な
と
も
」「
日
の
恩
に
隈
な
し
荅
の
苔
の
花
」
の
三
句
を
等
間
隔
に
並
べ
て
い
る
。
文
章
の
末
尾
に
は
「
右
一
章
白
羽
子
追
悼
に
記
す
甲
子
夏
皐
月
二
条
庵
杉
丸
」
と
あ
り
、
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
成
立
の
こ
の
文
章
が
、『
俳
諧
九
千
日
』
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
あ
え
て
収
録
し
た
と
こ
ろ
に
意
図
的
な
も
の
を
感
じ
る
。
宗
因
百
年
忌
の
一
年
前
で
あ
る
が
、
三
人
の
俳
祖
を
同
等
に
扱
う
こ
と
で
、『
む
か
し
口
』
と
は
違
っ
た
方
法
で
、
宗
因
の
再
評
価
を
図
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
同
時
に
、『
む
か
し
口
』
を
尊
重
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、『
む
か
し
口
』
も
、
宗
因
俳
諧
継
承
者
を
名
乗
る
人
々
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
宗
因
称
揚
の
動
き
と
『
む
か
し
口
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
尾
崎
千
佳
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
⒇
。
寛
政
十
二
年
二
月
、
菊
舎
太
兵
衛
か
ら
行
わ
れ
た
『
宗
因
俳
諧
発
句
集
』
半
紙
本
一
冊
は
、『
む
か
し
口
』
の
板
木
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
流
用
し
た
改
題
改
竄
本
で
、
新
た
に
「
浪
速
正
檀
林
一
炊
菴
」
の
序
と
竹
巣
月
居
の
跋
が
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
こ
に
お
い
て
『
む
か
し
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
三
三
口
』
は
宗
因
流
俳
諧
称
揚
の
一
齣
と
し
て
、
一
炊
庵
の
業
績
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
当
然
で
は
あ
る
が
、『
む
か
し
口
』
の
題
を
変
え
た
だ
け
の
『
宗
因
俳
諧
発
句
集
』
に
秋
成
は
一
切
関
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
作
品
の
序
者
に
つ
い
て
、
尾
崎
氏
は
、
天
明
五
年
に
死
没
し
た
几
掌
で
は
な
く
、
そ
の
門
弟
で
『
万
翁
発
句
集
』
編
者
の
一
炊
庵
三
世
宮
田
泊
帆
と
す
る
。
こ
の
泊
帆
は
『
宗
因
俳
諧
発
句
集
』
刊
行
と
同
年
の
六
月
、「
浪
華
正
檀
林
一
炊
菴
」
の
署
名
で
『
宗
因
文
集
』
を
も
出
し
て
お
り
、
発
句
集
と
の
同
時
編
纂
刊
行
を
ね
ら
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
文
集
は
、
俳
諧
発
句
の
前
書
を
独
立
し
た
文
章
と
し
て
挙
げ
、
ま
た
『
津
山
紀
行
』〔
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
成
〕
の
前
半
を
削
除
し
、
後
半
部
分
の
み
を
載
せ
る
な
ど
、
編
集
の
粗
雑
さ
が
目
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
21
。
こ
の
よ
う
な
自
派
の
権
威
づ
け
を
目
的
と
し
た
形
振
り
構
わ
ず
の
宗
因
顕
彰
に
対
し
て
、
秋
成
が
、
深
い
嫌
悪
感
を
抱
い
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
俳
調
義
論
』
の
「
あ
か
し
か
た
 

」
句
に
対
す
る
「
連
歌
也
」
と
い
う
短
評
は
、
宗
因
の
連
歌
師
と
し
て
の
経
歴
や
作
品
に
目
を
向
け
ず
、「
檀
林
」
の
祖
と
し
て
担
ご
う
と
す
る
俳
人
達
へ
の
抗
議
の
意
も
込
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
注
⒅
高
田
衛
氏
「
翻
刻
・
宗
因
俳
諧
発
句
集
」（「
東
京
都
立
大
学
人
文
学
報
」
第
一
七
三
号
、
一
九
八
五
年
三
月
）。
⒆
柿
衞
文
庫
蔵
〔
は
一
六
八
│
五
五
〕。
半
紙
本
一
冊
。
挿
絵
が
多
い
。
⒇
同
氏
『
宗
因
顕
彰
と
そ
の
時
代
』〔『
連
歌
俳
諧
研
究
』
九
十
七
号
（
一
九
九
八
年
八
月
）〕。
21
柿
衞
文
庫
蔵
〔
は
一
九
〇
│
一
三
六
三
〕
浪
花
正
檀
林
蔵
板
。
巻
末
に
「
四
季
混
雑
」
と
し
て
、
泊
帆
・
月
居
等
四
十
名
の
各
地
俳
家
の
発
句
を
添
え
る
。
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
三
四
おわ
り
に
『
俳
調
義
論
』
後
半
の
宗
因
句
の
寸
評
か
ら
は
、
秋
成
の
、
宗
因
に
対
す
る
親
近
の
情
だ
け
で
は
な
い
認
識
の
深
さ
や
、
当
代
の
上
方
俳
壇
に
お
い
て
、
宗
因
を
「
檀
林
」
の
祖
と
し
て
奉
る
動
き
へ
の
批
判
的
な
視
点
が
垣
間
見
え
る
。
秋
成
の
筆
蹟
を
所
望
し
た
道
彦
ら
に
と
っ
て
は
、
作
品
内
容
自
体
は
二
次
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
単
な
る
自
作
自
選
句
集
で
終
わ
ら
な
い
『
俳
調
義
論
』
に
は
、
最
期
ま
で
旺
盛
で
あ
っ
た
秋
成
の
批
評
精
神
が
確
か
に
存
在
し
て
い
る
。
〔
付
記
〕
本
稿
は
平
成
二
十
三
年
度
大
阪
俳
文
学
研
究
会
五
月
例
会
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
藤
田
真
一
先
生
、
富
田
志
津
子
先
生
、
尾
崎
千
佳
先
生
を
は
じ
め
、
発
表
の
席
上
等
で
貴
重
な
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
方
々
、
ま
た
資
料
の
閲
覧
に
際
し
て
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
柿
衞
文
庫
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
、
関
西
大
学
図
書
館
へ
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
む
ら
た
と
し
ひ
と
・
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
員
）
秋
成
の
宗
因
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
三
五
